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Ｅｍ〃jcucaujaeの生物学的諸』性状

藤野隆志松井利博森井勤

（掲載決定：平成３年７月17日）

要約

単一oocyst法により純粋に分離したＥｉｍｅ７ｊａｃａｕｉａｅＳ－ｌ株のoocystをモルモットに経口投
与して，その詳細な生活史および形態,病原性などの生物学的諸性状について調べた。

Oocystの大きさは平均２１．０×17.2〃ｍで，polargranule，micropyle，外部残体は認められ

なかった。Sporozoite形成時間は25℃で約２日であった。Prepatentperiodは12～13日，patent
periodは３～10日であった。寄生部位は盲腸と結腸で，原虫はいずれも粘膜上皮細胞に寄生して

おり，特に腸繊毛の陰窩部付近に集中していた。ＯＰＯ値の最高は106～107個台であった。病原性

は強く，105個台またはそれ以上のOOCyStを経口投与したモルモットでは，１２日目ごろから食欲

減退，軟便，下痢便（しばしば粘血便を伴う）などの症状が認められ，中には死亡するものもあっ

た。生活史については全容を解明して記載した。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：ＥＺｍｅｒｍｃａｕｉａｅ，ｇｕｉｎｅａｐｉｇｓ，ｅｎｄｏｇｅｎｏｕｓｓｔａｇｅｓ，biologicalcharacteristics

緒巨

Emze7iacauZaeはSheather（1924）によって命名さ

れたモルモットに寄生するコクシジウムでヅ世界中に広

く分布している。わが国においても武藤ら（1985ａ，ｂ）

により，その高率な寄生が報告されている。しかし,本

種の生物学的諸性状についてはまだ充分に解明されてお

らず，またoocystの大きさやprepatentperiodが報

告によって若干異なっている（Sheather，１９２４；Henry，

1932；Lapage，1940）ことから，これらの成績には他
種が混在している可能性も指摘されている（角田，1979)。

したがって，モルモットに寄生するコクシジウムについ

ては単一oocyst法により株化した原虫について，その
詳細な生物学的性状を調べる必要がある。

我々は関東地方の実験動物業者より購入したモルモッ

トについてその糞便検査を行った結果，高率にコクシジ

ウムのoocystを検出し，それらの中から２株を純粋に

分離した。すでに極めて病原性の強いＮ－ｌ株について

はその感染モルモットにおける治療薬の効果を報告した

(飯島ら，1989)。今回はＥ・ＣａｕｍｅＳ－ｌ株についてその

詳細な生活史および他の生物学的諸性状について調べ，

あわせてすでに報告されている成績と比較検討したので

報告する。

材料と方法

供試原虫は，某実験動物業者より購入した自然感染モ

ルモットの糞便からoocystを分離した後研単一oocyst
法により純粋分離したＳ－１株で，これをモルモットに

投与して増殖させた後に使用した。

供試モルモットは体重約３５０９のHartley種の雌で，
感染前約1ヶ月間定期的に蕨糖液浮遊法による糞便検査

を行ない,oocyst陰性であることを確認した後,coccidium

-freeの管理下で飼育した。

生活史：

モルモット体内における各発育期原虫を観察するため

に，２８頭のモルモットに1頭当りsporozoite形成oocyst
2､０×１０５個を経口投与した後，ｌ～１４日目まで１日２頭

ずつ剖検して，それらの十二指腸～直腸および腸間膜リ

ンパ節についてそれぞれ生鮮標本とギムザ染色標本とを

作製し，生物顕微鏡にて原虫の検索を行なった。なお原

虫の大きさはoocystならびにsporocystについては
生鮮標本で，それ以外の虫体については塗抹標本をギム

ザ染色し，それぞれマイクロメーターを用いて計測した。

OＰＧ値の推移と病原性：

ＯＰＯ値（糞便１９中のoocyst数）の推移，prepatent

periodおよびモルモットに対する病原性などを調べる

目的で，SPOrOZOite形成OOCySt2D×106個とその１０

倍段階希釈系列を102個台まで作製して，1群３頭のモ

ルモットにそれぞれ経口投与した。なお，106個台と105

個台投与群とについては病原性を観察する目的でそれぞ

れ７頭および４頭を追加した。
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Merozoiteは１日目から認められた（Ｆｉｇ．６）が，１０

日目以降には小型のものが多くみられた（Ｆｉｇ．７）。そ

の大きさは１～９日目までが7.5～14.8×0.9～2.5Ium

(平均11.8×Ｌ３ｌｕｍ)，１０～14日までが5.6～11.0×０．７

～１．７〃、（平均8.3×ＬＬｕｍ）であった（Ｆｉｇ．８）。

しかし，schizogonyの代数は明確にできなかった。有

性生殖期原虫は11日目から認められた｡Microgametocyte

の大きさは8.6～21.8×8.3～19.1,uｍ（平均12.8×11.9

〃、）で，中心に大きな残体があり，中に多数のMicro-

gameteが含まれていた（Fig.９）。Microgameteの

大きさは1.6～3.3×0.3～0.ａｕｍ（平均2.3×０．５/ｕｍ）

で，体部の約３倍の長さの鞭毛が２本認められた。Ma-

crogametocyteは類円形で，その大きさは5.5～7.8×

4.7～7.5Ium（平均6.5×5.9ｌｕｍ）であった（Fig.１０)。

Zygoteの大きさは8.8～14.7×８．３～13.91Uｍ（平均

11.4×10.91(ｚｍ）であった（Ｆｉｇ．１１)。

ＯＰＧ値の推移と病原性：

Oocystの排泄は106個台投与群の１部で１２日目から，

その他は103個台投与群までが１３日目から認められたが，

102個台投与群のみが１４日目から検出された。Patent

periodは３～10日であった。ＯＰＯ値の最高は104個台

またはそれ以上の投与群で107個台を示したが，103と

102個台投与群ではそれぞれ105個台または'０４個台であっ

た（Ｆｉｇ．12)。

一方,105個台またはそれ以上のoocystを経口投与し

たモルモットでは，１２日目ごろから食欲減退，軟便，下

結果

生活史：

Oocystの形は類円形で，その大きさは長径17.5～

23.8,ｕｍ短径15.0～20.0〃、（平均21.0×17.2,ｕｍ）で

あった。Ｆｉｇ．１に大きさの度数分布をＬｕ、単位で示

した。Polargranule，micropyle，外部残体は認

められなかった（Fig.２）。Sporocystの大きさは長

径7.5～１４．５１ｕｍ，短径4.8～8.3,uｍ（平均11.4×６．８

Ium）で，内部残体とStiedabodyが認められた。２

％重クロム酸カリウム溶液で培養したsporozoiteの形

成時間は10℃で，６～７日，２５°Ｃで２～３日，30.Ｃでは

２日であった。モルモットにおける寄生部位は盲腸と結

腸で，原虫はいずれも粘膜上皮細胞に寄生していたが，

特に腸繊毛の陰窩部付近に集中しており，また宿主細胞

の核の位置とは無関係に侵入していた（Fig.３)。なお，

濃厚感染の場合には直腸にも寄生が認められたが，小腸

および腸管外組織である腸間膜リンパ節とからは原虫が

まったく検出されなかった。

Sporozoiteは１～２日目に認められ，その大きさは

9.4～14.7×1.3～2.2ｌｕｍ（平均12.3×１．９，ｕｍ）で，

核の前後に大きなvacuoleが１つずつ認められた（Ｆｉｇ．

４)。成熟schizontは１日目から認められ，その大きさ

は8.0～15.5×7.9～12.ｑｕｍ（平均11.4×9.9Ium）で，

内部に２～16個のmerozoiteが含まれていた（Fig.５)。
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Ｆｉｇ．８Distributionofsizeofmerozoitesｅｘａｍｍｅｄ
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Ｆｉｇ．１Frequencydistributionofsizeofoocystsof
E､ｃａｗａｅ．
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Ｆｉｇ．２AsporulatedoocystofE・ｃａＷａｅ．×１７１４

Ｆｉｇ．３ＥｎｄｏｇｅｎｏｕｓｓｔａｇｅｓｏｆＥ.cαＷａｅｉｎａｓｅｃｔｉｏｎｓｔａｉｎｅｄｗｉｔｈｈｅｍａｔoxyline-eosinfromthe

colonofguineapigl2daysafterinfection

Figs、４－７ａｎｄ９－１１ＡｓｅｘｕａｌａｎｄｓｅｘｕａｌｓｔａｇｅｓｏｆＥ・ｃａｖｊａｅｉｎｓｍｅａｒｓｓｔａｉｎｅｄｗｉｔｈＧiemsa,sstain

fromthecolonofguineapigs．×１８３６

Ｆｉｇ．４AsporozoiteofE､ｃａＷａｅａｔｌｄａｙ・

Ｆｉｇ．５ＡｍａｔｕｒｅｓｃｈｉｚｏｎｔｏｆＥ・cavjaecontainedl2merozoiteｓａｔｌ２ｄａｙｓ，

Figs、６－７MerozoitesofE・ｃａＷａｅ.（Fig.６：８days・Ｆｉｇ．７：１２days.）

Ｆｉｇ．９AmaturemicrogametocyteofE､ｃａＷａｅａｔｌ２ｄａｙｓ・

Ｆｉｇ．１０AmaturemacrogametocyteofE､ｃａＷＱｅａｔｌ２ｄａｙｓ，

Ｆｉｇ．１１ＡｚｙｇｏｔｅｏｆＥ､ｃａＷａｅａｔｌ２ｄａｙｓ．
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１０８
影響によるものと考えてその追試を行い，11～12日に訂

正している。この成績はすでに報告したＮ－ｌ株のそれ

(飯島ら，1989）と一致しておりヅ今回調べたＳ－ｌ株

のそれは12～13日で１日長いもののほぼ類似していた。

本種の寄生部位はSheather（1924）によると結腸，

Henry（1932）では盲腸，結腸および－部小腸,Lapage
(1940）では結腸と報告されており，Ｓ－ｌ株では盲腸お

よび結腸であったことからほぼ前者らの成績と類似して

いた。以上の結果から，Ｓ－ｌ株はＥ・でａｕｍｅと同定し,本

種のoocystの大きさは17～251Ｕｍ，prepatentperiod

は11～13日，寄生部位は盲腸および結腸であるものと考

えた。一方，Henry（1932）の報告では約５〃ｍ小さ

なoocystが存在し，また小腸にも少数ながら原虫を認

めていることから，モルモットに寄生するコクシジウム

にはＥ､ｃａＵｍｅ以外の種が存在する可能｣性が推測され

る。

モルモット体内における原虫の発育についてはHenry

(1932）とLapage（1940）が報告しているが，特に初

期の発育については詳細に調べられていない。今回の観

察でSPorozoiteはoOcyst投与後ｌ～２日目に検出さ

れ，その核の前後には大きなvacuoleが存在し，

merozoiteは１日目から認められ，その大きさは１０日

目を境にして小型のものが増加することが明らかになっ

た。しかし両者の生活史における関係については解明で

きなかった。

有性生殖期原虫はoocyst排泄の２日前から検出され，

この成績と原虫の形態はHenry（1932）やLapage

(1940）の報告とほぼ類似していたが，Lapage(1940）

の報告したmacrogametocyteについては，その大き

さがＳ－１株のzygoteのそれと類似していた。なお，

腸管膜リンパ節からは原虫がまったく検出されなかった

ことから，本原虫は他の多くのＥｔｍｅ（α属原虫と同様

に消化管にのみ寄生するものと考えられた。

ＯＰＧ値の推移については，すでにＮ－１株を用いて

調べ，102～104個台投与群では，投与数の増加に伴って

ＯＰＧ値の上昇がみられたことから，oocystの投与数
とＯＰＧ値との間に－部相関関係が認められることを報

告した（飯島ら，1989)。しかし，Ｎ－１株は病原｣性が

極めて強く，105個台またはそれ以上のoocystを投与
すると全例が死亡するため，濃厚感染におけるＯＰＧ値

の推移が明らかにできなかった。今回Ｓ－１株で調べた

結果，１０イー106個台投与群ではほぼ同様の推移をたどる

ことが明らかになり，また軽感染の場合にはＮ－１株と

同様の推移を示した。

本種は一般にかなり強い病原性を示すと報告されてい

るが（Henry，1932；Lapage，1940；Kleebergand

Steenken，１９６３；Pellerdy，１９７４；武藤ら，1985a，ｂ)，

ＺＯｘｌＯ６＊
２，ＯｘｌＯ５
２`ＯｘｌＯＬｌ
２，０ｘｌＯ３
２，０ｘｌＯ２

1０７

1０６

1０５，

１０４

１０３

10１５Ｚ０

Ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎ

Ｆｉｇ．１２MeanOPGvaluesinguineapigsinfecｔｅｄｗｉｔｈ
Ｅ.αＭａｅ．

＊Numberofoocystsinoculated．

痢便（しばしば粘血便を伴う)，体重の減少,行動の不活

発，被毛粗剛などの症状が認められ，中には死亡するも

のもあった。これらのモルモットの結腸と直腸には充血

や点状出血が認められた。

考察

一般にコクシジアではoocystの形態，prepatent

period，寄生部位などがその分類上重要視されている。

Ｅｃａｕｉａｅのoocystの大きさはSheather（1924）によ

ると17～25×１３～18LZmで，Lapage（1940）もこれと

類似した成績を報告しているが，Henry（1932）の報
告では12.8～25.6×12.8～22.41ｕｍで，彼らのそれより

約５αｍ小さなものが含まれている。今回分離したＳ－

ｌ株のoocystは17.5～23.8×15.0～20.ｑＵｍで前二者

の報告とほぼ類似していた。なお，oocystの内部構造

には報告者による大きな差が認められなかった｡Prepatent

periodについては，Sheather（1924）によると７～１３

日であるが，Henry（1932）は大多数のコクシジウム

が種によって一定していることから，この成績が汚染の
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一部では非病原性であるとの報告もある（Flynn，1973)。

今回調べたＳ－１株では12日目から食欲減退，軟便，下

痢便，体重の減少，行動の不活発，被毛粗剛などの臨床

症状と，結腸の充血や点状出血などの病変が認められた。

すでに報告したＮ－１株はＳ－ｌ株よりもさらに強い病

原性を示し，104個台のoocystの投与により半数のモ
ルモットが死亡する（飯島ら，1989）ことなどを考え合

わせると，本種の病原性については株によりかなり差が

あるものと考えられる。
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ENDOGENOUS STAGES AND THE OTHER BIOLOGICAL CHARACTERISTICS

OF EIMERIA CA VIAE IN GUINEA PIGS

TAKASHI FUJINO, TOSHIHIRO MATSUI AND TSUTOMU MORII

Department of Parasitology, Kyorin University School of Medicine,

Shinkawa 6-20-2, Mitaka, Tokyo 181, Japan

The endogenous stages and the other biological characteristics of Eimeria caviae in guinea pigs were

studied. The S-l strain of E.caviae was isolated from feces of a natural infected guinea pig purchased from

a commercial source. It was purified by a single oocyst isolation and maintained by passage in the coccidium

-free guinea pigs. The oocysts were ovoid in shape and 21.0 by 17.2/*m in size. Micropyle, polar granule and

oocyst residual body were not observed. The sporulation time was 2 days at 25°C. The prepatent period was

12 or 13 days and patent period was 3 to 10 days. Twenty eight guinea pigs given 2.0 x 105 oocysts per head

were killed at a rate of two a day between the 1st and 14th day post infection (PI), and their small and large

intestines were examined. Endogenous stages developed within villous epithelial cells of cecum and colon,

and most of the parasites were located near the crypt of the villi. Sporozoites, 12.3x1.9^m on average, were

seen on the 1st and 2nd day PI. Two large vacuoles were present before and behind of the nucleus. Schizonts

were observed on and after the 1st day PI and their size was 11.4 x 9.9 pm on average. They contained 2

to 16 merozoites. Merozoites were seen on and after the 1st day PI and their size was about 11.8 x 1.3 /im

until 9th day. Smaller merozoites, an average size of 8.3 x 1.1 «m, increased in number between the 10th

and 14th day PI. Sexual stages were first seen on the 11th day PI. Mature microgametocytes were about

12.8 x 11.9^m in size and each of them contained microgametes measuring 2.3 x 0.5 ^m and a large residual

body. Mature macrogametocytes were about 6.5x5.9 fxm in size. Zygotes were 11.4x 10.9 ^m on average.

No extra-intestinal stages were observed. The guinea pigs given 105 and or more oocysts showed several clinical

signs (anorexia, diarrhea and rough hair) on and after the 12th day PI.




